
現 状 値
（令和元年度実施）

５１．９％

目 標 値
（令和８年度）

７０％

荒尾市人権教育・啓発基本計画
概 要 版

計画策定の目的
　本計画は、これまでに行ってきた本市の人権に関する施策及び市民意識調査の結果、国や県に

おける人権に関する施策をもとに、人権教育及び人権啓発の方向性を定め、取り組みを行うことで、

これまで以上に人権教育及び人権啓発を推進していくことを目的としています。

計画の期間
　令和４年度から令和８年度まで（５年間）

基本理念

  「人権文化の花咲くまち」

　あらゆる教育、研修、啓発等の場を通じて、人権を習慣・文化として日常生活に定着させ、

子どもからおとなまでのすべての市民が一人一人の人権を尊重して考え、行動をとることができ

る「人権文化の花咲くまち」の実現を目指します。

本計画の目標
　「生まれや職業によって差別してはならない」ことが、「完全に守られている」、「かなり守られ

ている」と回答した人の割合

計画の推進
　本市の人権教育・啓発は、関係団体と連携・協働して取り組んできましたが、本計画の推進に

おいても、引き続き関係団体との連携・協働による取り組みを中心に事業を実施していきます。

○地域交流や啓発イベントを通じた啓発活動の推進

【計画の推進体制】

※本計画に関連する持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）のアイコン

人権問題についての正しい理解の促進重点目標
③

　日本における関心がある人権問題について、

「特にない」と回答した人の割合

指　　標 現　状
（令和元年度）

９．０％

目標値
（令和８年度）

０％

発 行 者：荒尾市人権啓発推進室
発行年度：令和３（２０２１）年度

市 市教育委員会

荒尾市人権擁護審議会
市長が委嘱する15名以内の委員

国 県

玉名人権擁護委員協議会
荒尾部会

部落解放同盟
熊本県連合会荒尾支部

荒尾市社会人権教育推進協議会 荒尾市人権同和教育研究協議会
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0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

0.0％ 35.0％ 70.0％

0.0％ 15.0％ 30.0％ 45.0％

　障がい者の人権、子どもの人権、インターネットによる人権侵害への関心が高くなっています。

　また、部落差別は県民意識調査と比較して、１０ポイント以上高くなっています。

●３０％の人が「あると思う」回答

➡部落差別が残っていることが表れています。

●「わからない」と回答した人が大幅に増加

➡部落差別が見えづらくなっていることや、部落差別に対して無関心になっていることが表れ

ています。

　「障がいに対する人々の理解が足りない」と回答した人が最多

　➡障がいについての理解の促進が必要とされています。

人権に関する市民意識調査から見た人権問題の現状

① 関心が高い人権問題　

③ 障がい者の人権　

② 法律の施行後も続く部落差別
問「現在も悪質な差別事象、事件があると思うか」

■ 今回（2019）

■ 前回（2010）

問「障がい者について、どのようなことが人権問題となっているか」

　「わからない」と回答した人が３６．２％で最多となっており、２番目に多かったのが、「風習

や生活習慣の違いが受け入れられないこと」と回答した人で３１．７％となっています。

　➡どのようなことが問題となっているかを含めた相互理解が必要とされています。

④ 外国人の人権
問「日本に居住している外国人について、どのようなことが人権問題となっているか」

あると思う

ないと思う

わからない

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　  40.5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44.9％

　　　　　　　　　　　　　   37.6％

　　　　　　　　　　　　　                      48.5％

　　　　　　  25.5％

　   18.0％

　　　  20.3％

　　  18.8％

　    18.2％

　              24.3％

　　　　　　　　　       33.1％

　　　　　　　　　　　　　              43.9％

　　　　21.0％

1.7％

9.0％

　　　　　　　　　　　　　　　        30.0％
　　　　　　　　　　　　　　　                                                      54.9％

　　　　　　　　　　　    21.2％
　　　　　　　      16.2％

　　　　　　　　　　　　　　　                                   44.6％
　　　　　　　　　　　　　　　  26.8％

　 4.2％
2.0％

                                               59.0％

                                             49.5％

                                      41.0％

         10.1％

                                             31.7％

                                           30.2％

                   13.3％

                                                    36.2％

障がいに対する人々の理解
が足りないこと

就職・職場で不利な扱いを
受けること

差別的な言動をされること

わからない

風習や生活習慣の違いが
受け入れられないこと

就職・職場で不利な扱いを
受けること

へイトスピーチを伴うデモや
街宣活動等が行われていること

わからない

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

部落差別による人権侵害

外国人の人権

水俣病をめぐる人権

ハンセン病回復者等の人権

HIV 感染症・難病等をめぐる人権

犯罪被害者等の人権

拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害

インターネットによる人権侵害

LGBTなどの性的少数者に関する人権問題

その他

特にない
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0.0％ 30.0％ 60.0％ 90.0％

0.0％ 40.0％ 80.0％

                                                       81.6％

                                             66.8％

                                    52.7％

  3.2％

施策の体系

施策ごとの数値目標

　「いじめが起きていること」と回答した人が８１．６％で最多となっており、２番目に多かった

のが「虐待を受けること」で、６６．８％となっています。

　➡いじめや虐待の防止が必要とされています。

※計画期間内に時期が到来する指標については、その時点での達成状況によって、さらに数値の

向上を目指します。

⑤ 子どもの人権
問「子どもの人権について、どのようなことが人権問題となっているか」

　「悪徳商法・特殊詐欺の被害が多いこと」と回答した人が７０．７％で最多となっており、２番

目に多かったのが「劣悪な処遇や虐待を受けること」で、４０．３％となっています。

　➡権利擁護の推進、虐待への対応が必要とされています。

⑥ 高齢者の人権

○部落差別の解消の推進

問「高齢者に関して、どのような人権問題が起きているか」

人権三法に関連する差別の解消に向けた人権教育・啓発の推進重点目標
①

　被差別部落の人に対して、教育・職業・結

婚について、現在も悪質な差別事象、事件な

どがあると思うかの問いに対し、「わからない」

と回答した人の割合

指　　標 現　状
（令和元年度）

４４．６％

目標値
（令和８年度）

２２．０％

いじめが起きていること

虐待を受けること

いじめ、体罰や虐待を
見て見ぬふりをすること

わからない

                                                 70.7％

                          40.3％

 8.1％

悪徳商法・特殊詐欺の被害
が多いこと

病院や福祉施設において劣悪
な処遇や虐待を受けること

わからない

基本理念 重点目標 施策の方向性

人
権
文
化
の
花
咲
く
ま
ち

人権三法に関連する
差別の解消に向けた
人権教育・啓発の推進

部落差別の解消の推進

障がいを理由とする差別の解消の推進及び虐待等の防止

多文化共生の地域づくりの促進

子どもたちの豊かな心の育成

援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援

高齢者が安心して暮らせる地域づくりの推進

性の多様性に関する理解の促進

世代や性を問わず
一人一人の人権が
尊重される暮らしの実現

人権問題についての
正しい理解の促進 地域交流や啓発イベントを通じた啓発活動の推進
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世代や性を問わず一人一人の人権が尊重される暮らしの実現重点目標
②

　「障がいへの理解や関心がある」と回答した

人の割合

指　　標 現　状
（令和２年度）

２５．２％

目標値
（令和７年度）

５４．０％

　日本に居住している外国人に関し、どのよ

うな人権問題が起きているかの問いに対し、

「わからない」と回答した人の割合

指　　標 現　状
（令和元年度）

３６．２％

目標値
（令和８年度）

１８．０％

　子育て世代包括支援センターが、妊娠期か

ら子育て期の支援を行っていることを「知っ

ている」と回答した人の割合

指　　標 現　状
（令和２年度）

２７．９％

目標値
（令和７年度）

５５．０％

　権利擁護推進センター及び市における権利

擁護に関する相談対応件数

指　　標 現　状
（令和元年度）

実績なし

目標値
（令和８年度）

３２０件

　女性の人権について、どのような人権問題

が起きているかの問いに対し、「男女の固定的

な役割分担意識（男は仕事、女は家庭という

考え等）に基づく差別的取扱い」と回答した

人の割合

指　　標 現　状
（令和元年度）

４３．１％

目標値
（令和８年度）

２１．０％

　ＬＧＢＴなどの性的少数者に関して、どの

ような人権問題が起きているかの問いに対し、

「わからない」と回答した人の割合

指　　標 現　状
（令和元年度）

３８．０％

目標値
（令和８年度）

１９．０％

○障がいを理由とする差別の解消推進及び虐待等の防止 ○援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援

○高齢者が安心して暮らせる地域づくり

○性の多様性に関する理解の促進

○多文化共生の地域づくりの促進

　自分にはよいところ

があると思う児童生徒

の割合

○子どもたちの豊かな心の育成

指　　標 現　状
（令和３年度）

全国平均 ７６．９％
荒尾市 ７０．２％

全国平均 ７６．２％
荒尾市 ７５．３％

目標値
（令和８年度）

全国平均以上
※小学校、中学校ともに

小学校

中学校

76


